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研究要旨  
昨年度は名古屋市立大学病院、佐賀大学医学部附属病院、大阪医療センター勤務者の肝

炎ウイルス検査データと HB ワクチン接種情報に関するデータベースを用いて、医療従

事者におけるB 型肝炎ワクチン接種直後 (ワクチン接種完了日より 30-179日と定義) の
HBs 抗体価が長期的な HBs 抗体陽性率に与える影響を検討した。HB ワクチン接種直後

の HBs 抗体価が最も低いグループ (Quartile 1) は陽性率が速やかに低下したが、抗体

価が 324.3mIU/mL 以上の場合約 5 年間観察しても HBs 抗体陽性率 100％であった。今

年度は男女別と年齢階級別に解析を行い、それらの影響を検討した。 
HB ワクチン接種直後に HBs 抗体価が測定されている 20 歳以上の病院勤務者 717 名を

解析対象とした。HB ワクチン接種直後の HBs 抗体価は、抗体価 1000mIU/mL 以上の

190 名 (Quartile 4) と、残りの 527 名の三分位 (Quartile 1, 2, 3) の計 4 群に分けて検

討した。①グループ別に接種後 30-179 日、180-539 日、540-899 日、900-1259 日、1260-
1619 日、1620-1979 日の各期間における HBs 抗体価 10mIU/mL 未満・10-99.9mIU/mL・
100-999.9mIU/mL・1000mIU/mL の各カテゴリーの割合を男女別と年齢階級別 (20-24
歳、25-29 歳、30-49 歳、50 歳以上) に検討した。 
【結果】男女別解析では、抗体価の推移に明らかな差は認めなかった。年齢階級別解析で

は、Quartile1 の男性において抗体陰性化が早期に起こっていた。50 歳以上の群は 44 名

と少ないが、Quartile1 が速やかに陰性化していくのに対して、Quartile4 の抗体価低下

は遅い。抗体価が最も下がりやすいのは20-24歳の群であった。いずれの群でも、Quartile 
3, 4 (324.3mIU/mL 以上) は約 5 年観察した後も HBs 抗体陽性率 100％だった。 

【結論】HBs 抗体価の推移に男女差は認められなかったが、年齢の影響はさらに検討

する必要がある。HB ワクチン接種後 30-179 日の HBs 抗体価 324.3mIU/mL 以上なら

ば、いずれの解析においても約 5 年観察後の HBs 抗体陽性率 100％であったため、

Quartile3, 4 群の場合は肝炎ウイルス検査の検査間隔を 5 年まであけることが可能かも

しれない。 
 



  

A．研究目的 
 本研究班は、肝炎ウイルス感染のハイリ

スク集団である医療従事者や病院勤務者の

肝炎ウイルス検査データを収集し、医療従

事者に対する HB ワクチン追加接種の是非

を検討するための基盤となる全国規模のデ

ータベースを構築している。昨年度は、名古

屋市立大学病院勤務者の肝炎ウイルス検査

データを用いて、初回 HB ワクチン接種直

後 (ワクチン接種完了日より30-179日と定

義) のHBs 抗体価別にワクチン効果持続期

間を検討した。今年度はさらに性別と年齢

階級別に検討を行った。 
 
B．研究方法 
 対象者は、2004 年以降に肝炎ウイルス検

査を受けた名古屋市立大学病院スタッフの

うち、「HB ワクチン接種直後」の期間に

HBs抗体価が測定されている 717名である。 
 HB ワクチン接種直後の HBs 抗体価は、

抗 体 価 1000mIU/mL 以 上 の 190 名 
(Quartile 4) と、残りの 527 名の三分位 
(Quartile 1, 2, 3) の計4グループに分けた。

今年度はさらに男女別 (男性 122 名/女性

570 名)、年齢階級別 (名古屋市立大学にお

ける初回ワクチン接種年齢 20-24 歳 388 名

/25-29 歳 140 名/30-49 歳 145 名/50 歳以上

44 名) に検討した。 
Quartile 1-4 の 4 群別に、接種後 30-179

日 (P1)、180-539 日 (P2)、540-899 日 (P3)、
900-1259 日 (p4)、1260-1619 日 (P5)、
1620-1979 日 (p6) の各期間における HBs
抗体価 10mIU/mL 未満  (C1)・10-99.9 
mIU/mL (C2)・100-999.9 mIU/mL (C3)・
1000 mIU/mL (C4) の各カテゴリーの割合

を男女別、年齢階級別に検討した。 
（倫理面への配慮） 
 本研究は連結可能匿名化された既存の肝

炎ウイルス検査データを使用するため、研

究対象者に侵襲は無い。よって同意はオプ

トアウトとし、研究対象者等が研究参加拒

否を表明できる機会を保証した。研究対象

者等への告知を名古屋市立大学病院ホーム

ページに掲載した。共同研究機関にも本研

究計画書を送付し、それぞれが自施設の研

究倫理審査委員会の承認を得た上でデータ

の提供を受けた。しかし、今回の解析に共同

研究機関のデータは含まれていない。 
 
C．研究結果 
結果 1: Quartile 1-4 の 4 群の対象者特性と

して、各群の抗体価、性別、初回ワクチン接

種年齢、職種、観察期間を示した。Quartile1
は、ワクチン接種年齢が 50 歳以上の方の割

合が高く、医師・看護師・検査技師以外の職

種の割合が高かった。一方、観察期間は他の

群に比べて有意に短かった。他の 3 群に有

意な差は無かった。(表 1) 
結果 2: Quartile 1-4 別に、期間 P1-P6 にお

ける HBs 抗体価カテゴリーC1-4 の割合を

男女別に経時的に調べた。男性の Quartile 
1 の各期間における陰性化割合は 16.7-
100%であった。 Quartile 2 の各期間にお

ける陰性化割合は 0-4.2%だった。一方、

Quartile 3, 4 は約 5 年観察しても HBs 抗

体陽性率は 100％であった (図 1)。女性の

みの解析の場合、Quartile 1 の各期間にお

ける陰性化割合は 8.3-28.3%であった。 
Quartile 2 の各期間における陰性化割合は

0-5.9%だった。男性と同様に、Quartile 3, 
4 は約 5 年観察しても HBs 抗体陽性率は

100％であった (図 2)。基本的には、いずれ

の群においても年数の経過と共に徐々に

HBs 抗体価が低いカテゴリーの割合が高く

なっていくが、明らかな男女差は示されな

かった。 
結果 3: Quartile 1-4 別に、期間 P1-P6 にお

ける HBs 抗体価カテゴリーC1-4 の割合を

年齢階級別に経時的に調べた。名古屋市立

大学における初回ワクチン接種年齢 20-24
歳の群では Quartile 1 の各期間における陰

性化割合は 14.7-25%であった。 Quartile 2
の各期間における陰性化割合は0-5.5%だっ

た。25-29 歳の群では Quartile 1 の各期間

における陰性化割合は 0-100%であった。 
Quartile 2 の各期間における陰性化割合は

0-14.3%だった。30-49 歳の群では Quartile 
1 の各期間における陰性化割合は 0-34.3%
であった。 Quartile 2 の各期間における陰

性化割合は 0-4.7%だった。50 歳以上の

Quartile 1 の各期間における陰性化割合は

0-42.1%であった。 Quartile 2 の各期間に



  

おける陰性化割合は 0-15.4%だった (図 3)。
一方、Quartile 3, 4 はいずれの年齢階級に

おいても HBs 抗体陽性が 5 年間継続した。 
 
D．考察 
 男女別に検討した場合、抗体価の推移に

明らかな差は認めなかった。年齢階級別解

析では、Quartile1 の男性において抗体陰性

化が早期に起こっていた。50 歳以上の群は

44 名と少ないが、Quartile1 (19 名) が速や

かに陰性化していくのに対して、Quartile4 
(11 名) の抗体価低下は遅い。抗体価が下が

りやすいのは 20-24 歳の群であった。いず

れの群でも、Quartile 3, 4 (324.3mIU/mL
以上) は約 5 年観察した後も HBs 抗体陽性

率 100％だった。 
 
E．結論 

HB ワクチン接種後直後の HBs 抗体別に、

HBs 抗体陽性率と HBs 抗体価の推移を男

女別と年齢階級別に検討した。 
男女差は認められなかったが、年齢の影

響はさらに検討する必要がある。HB ワク

チン接種後 30-179 日の HBs 抗体価

324.3mIU/mL 以上ならば、いずれの解析に

おいても約 5 年観察後の HBs 抗体陽性率

100％であったため、Quartile3, 4 群は肝炎

ウイルス検査の検査間隔を 5 年あけること

が可能かもしれない。 
。 
 
F．健康危険情報 
 なし 
 
G．研究発表 
 １．論文発表 

Fukuoka T, Bessho K, Hosono S, 
Abukawa D, Mizuochi T, Ito K, Murakami 
J, Tanaka H, Miyoshi Y, Takano T, Tajiri 
H. The impact of treatment on the 
psychological burden of mothers of 
children with chronic hepatitis C virus 
infection: a multicenter, questionnaire 
survey. Sci Rep. 2022 Dec 21;12(1):22116. 
２．学会発表 
なし 

 （発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
 
H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含

む。） 
 １．特許取得 
  なし 
 ２．実用新案登録 
  なし 
 ３．その他 
  なし 
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